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佐賀大学では、2002 年度より VOD(Video On Demand)型のフル e ラーニングの授業を、
ネット授業として開講してきた 1-4)。これを利用して学習効果を高める教育方法を検討し、







た 6-7)。この科目の形式は厳密には VOD 型ｅラーニングではないが、VOD 型ｅラーニン
グで利用している学習管理システム（LMS：Learning Management System）を活用し、
学習管理、少人数教育、教材提供などを行うことで、ブレンディッド型として前後期あわ
せて 6 回の開講実績がある。 
本稿では、これらのブレンディッド型ネット授業の実施状況について報告する。 
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すべての講義を作成するようなものがでてきた。（表 1 の 3, 4, 5, 9, 12, 15, 16, 17, 18, 19 ） 
表１ 平成 20 年度ネット授業科目一覧 
科目名 
1 人間社会とコミュニケーション 
2 21 世紀のエネルギーと環境問題 
3 わかりやすい機構学 







11 佐賀環境フォーラム ※ 
12 芸術と表現（画像へのアプローチ－その背景と視点－）
13 地域の環境－森・川・海を繋ぐ環境と暮らし－  






 ※ ブレンディッド型ネット授業 
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さらにオムニバス形式でも、いままでは学内の常勤教員に限られていたものを、予算が
あることで、学外の著名な専門家をゲストに、講義を作成することもできるようになった。
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図 2 対面授業風景 
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